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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月

２
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
30
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
の
９
月
２
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
﹁
専
決
処
分
に
つ
い
て

︵
令
和
３
年
度
米
子
市
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
補
正
第
５
回
︶︶﹂
な
ど
の

議
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
審

査
の
後
、
原
案
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
﹁
米
子
市
組
織

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
﹂
な
ど
の
議
案
16
件
及

び
報
告
７
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の

説
明
及
び
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
、
７
日
及
び
９
日
の
３

日
間
は
、
18
人
の
議
員
に
よ
る
市
政

一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
、
10

日
に
は
、
議
案
等
の
委
員
会
付
託
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
、
22
日
、

24
日
、
27
日
及
び
29
日
の
９
日
間
は
、

議
案
の
審
査
等
の
た
め
、
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
10
月
１
日
に
は
、
ま
ず

各
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
等
の

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
予
算
決
算
委
員

会
の
審
査
報
告
に
お
い
て
、
16
㌻
か

ら
17
㌻
の
と
お
り
決
算
に
係
る
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
﹁
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
﹂
な
ど
の
議
案

３
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
審
査
の

後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
議
員
か
ら
﹁
米
子
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
﹂
な
ど
の
議

案
３
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
38
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
13
㌻
か
ら
15
㌻
ま
で

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
3
年
9
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

別　表
区分 件数

議案 26

報告 7

陳情 5

合計 38

市議会のホームページには、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。
市議会だよりとあわせて、ぜひご覧ください。

市議会ホームページのご案内

スマートフォン、タブレットからもご覧になれます。

●市議会インターネット中継
●本会議、委員会の会議録
●本議会、委員会及び全員協議会の日程
●議員の紹介　　●傍聴のご案内
●議長交際費　　●政務活動費　
●よくある質問　など

ご利用ください！
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
本
市
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
で
重
点
整
備
地
区
に

お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
目

標
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は

決
ま
っ
て
お
り
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
等
の
移
動
の
円
滑
化
が
促
進
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
市
の
各
分

野
の
計
画
に
も
、
移
動
支
援
の
重
要

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
施
設
情
報
、

交
通
機
関
、
道
路
・
歩
道
の
状
況
な

ど
を
表
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の

作
成
に
向
け
た
検
討
を
求
め
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
の
作
成
に
は
、
様
々
な
レ
ベ

ル
の
事
例
が
あ
る
。
費
用
対
効
果
も

含
め
、
ま
ず
は
先
進
市
の
状
況
等
を

調
査
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
議
員　
国
土
交
通
省
安
心
生
活
政

策
課
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

情
報
の
提
供
に
よ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
や
、
ま
ち

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
ツ

ー
ル
に
な
る
と
し
て
い
る
。
皆
生
温

泉
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
中
心
市
街

地
の
重
点
整
備
地
区
と
並
ん
で
、
施

設
や
道
路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

い
ち
早
く
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

あなたの声声を市政に！
９月定例会では、１８人の議員が各個質問を行いました。

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。
＊会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書
館でご覧になれます。

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び執行
機関に対し質問を行うことです。

「一般質問」には以下の方法があります。
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関連し
　　　　　 た質問を行う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
（
感
染
者
や
そ

の
家
族
の
支
援
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
提
供
に

つ
い
て

■
議
員　
鳥
取
県
内
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、

陽
性
者
全
員
の
入
院
治
療
は
困
難
で

あ
り
、
宿
泊
療
養
施
設
、
あ
る
い
は

在
宅
療
養
と
な
る
ケ
ー
ス
が
起
こ
っ

て
い
る
。
在
宅
療
養
中
の
家
庭
内
感

染
を
防
ぐ
支
援
等
、
新
た
な
支
援
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
在
宅
療
養
の
陽

性
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
︵
保

健
所
︶
が
直
接
対
応
し
て
い
る
。
県

か
ら
本
市
に
協
力
要
請
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
適
切
に
対
応
す
る
。

■
議
員　
県
か
ら
協
力
要
請
が
あ
れ

ば
と
の
答
弁
だ
が
、
今
、
一
番
市
民

が
心
配
し
て
い
る
の
は
こ
の
部
分
で

あ
る
。
支
援
策
に
つ
い
て
再
度
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
県
と
連
携
す
る

が
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
は
住

民
福
祉
の
向
上
を
任
務
と
す
る
自
治

体
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
主

体
的
に
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

各 個 質 問

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

議員
（公明党議員団）
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あ
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一
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問

審
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果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
昨
今
は
地
震
、
台
風
災
害
、

大
雨
災
害
に
よ
り
、
の
り
面
の
崩
壊
、

道
路
冠
水
等
が
発
生
し
て
い
る
が
、

橋
梁
に
つ
い
て
、
経
年
劣
化
が
著
し

い
状
況
が
散
見
さ
れ
る
。
本
市
は
、

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
維

持
管
理
を
推
進
し
て
い
る
が
、
橋
梁

の
経
年
劣
化
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
本
市
が
管
理
す

る
橋
梁
数
は
６
４
９
橋
で
あ
り
、
点

検
を
行
っ
た
６
４
７
橋
は
、平
成
27
年

度
か
ら
修
繕
を
開
始
し
て
い
る
。
修

繕
実
績
は
48
橋
で
あ
り
、
健
全
性
Ⅱ

は
７
橋
、
健
全
性
Ⅲ
は
41
橋
で
あ
る
。

■
議
員　
橋
梁
の
点
検
は
、
ケ
レ
ン

等
に
よ
る
点
検
が
有
効
だ
が
、
橋
梁

は
短
期
間
で
激
し
く
劣
化
す
る
。
点

検
時
期
等
も
含
め
、
経
年
劣
化
の
状

況
を
把
握
し
、
修
繕
体
制
を
整
備
す

べ
き
で
あ
る
。
年
間
約
２
・
２
億
円

が
橋
梁
修
繕
対
応
に
予
算
措
置
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
点
検
・
修
繕
・

設
計
費
が
含
ま
れ
た
額
で
あ
る
。
昨

今
の
自
然
災
害
の
発
生
状
況
に
鑑
み
、

健
全
性
Ⅱ
以
上
の
橋
梁
の
直
接
的
修

繕
予
算
を
増
額
し
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
橋
梁
の
点
検
は
、
中
・
大

規
模
の
橋
梁
で
劣
化
や
損
傷
が
大
き

い
橋
に
つ
い
て
は
業
者
委
託
で
対
応

し
て
お
り
、
小
規
模
な
橋
に
つ
い
て

は
職
員
が
点
検
し
て
い
る
。
今
後
も

研
究
し
、
点
検
体
制
や
方
法
を
深
化

さ
せ
た
い
。
予
算
の
拡
大
拡
充
に
つ

い
て
は
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

橋
梁
の
修
繕
に
必
要
な
予
算
措
置
を

し
っ
か
り
と
行
い
た
い
。

■
議
員　
中
心
市
街
地
商
店
街
空
き

店
舗
調
査
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
課

題
の
抽
出
と
今
後
の
対
応
策
が
皆
無

で
あ
り
、
活
性
化
に
資
す
る
具
現
策

を
示
唆
す
べ
き
で
あ
る
。
米
子
駅
～

城
山
周
辺
～
米
子
港
～
商
店
街
の
ゾ

ー
ン
に
人
流
を
誘
導
し
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
米
子
駅
～
彫
刻
ロ
ー
ド
～

城
山
～
米
子
港
は
、
ス
ポ
ッ
ト
を
結

ぶ
動
線
で
人
流
が
生
ま
れ
る
。
商
店

街
も
含
め
、
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
、
地

元
住
民
や
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

■
議
員　
現
在
、
本
市
の
葉
た
ば
こ

生
産
農
家
は
17
軒
で
耕
作
面
積
は
約

22
㌶
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
で

廃
作
す
る
農
家
が
相
当
数
に
上
が
る

と
仄
聞
す
る
。
実
態
は
ど
う
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
今
年
度
で

葉
た
ば
こ
を
廃
作
す
る
農
家
は
17
軒

中
９
軒
で
、
廃
作
の
面
積
は
約
11
㌶

と
な
っ
て
い
る
。

■
議
員　
廃
作
す
る
要
因
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
日
本
た
ば

こ
産
業
が
、
今
年
度
は
全
国
的
に
葉

た
ば
こ
生
産
農
家
か
ら
廃
作
を
募
集

し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
本
市
の
場

合
は
生
産
農
家
が
高
齢
化
し
後
継
者

が
い
な
い
こ
と
や
、
共
同
乾
燥
場
の

費
用
負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が
要

因
で
あ
る
。

■
議
員　
こ
の
ま
ま
で
は
、
来
年
度

以
降
荒
廃
農
地
と
な
り
得
る
農
地
が

一
気
に
増
加
す
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
。
ま
ず
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
葉
た
ば
こ

の
廃
作
に
よ
り
、
そ
の
地
域
の
農
業

の
将
来
像
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
。

■
議
員　
今
後
は
、
今
以
上
に
農
地

中
間
管
理
事
業
を
取
り
入
れ
、
新
た

な
荒
廃
農
地
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
廃
作
す
る

農
家
の
営
農
継
続
が
困
難
な
場
合
は
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
最
大
限
に
活

用
し
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
に
努

め
る
。

■
議
員　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

荒
廃
農
地
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
再
度
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
今
後
は
、
農
地
が
荒
廃
化

し
な
い
取
組
も
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
農
地
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
意
向
調
査
の
結
果
を
農
地
中
間
管

理
事
業
に
つ
な
げ
、
農
地
の
利
用
促

進
を
図
る
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
度

に
も
同
じ
事
案
の
あ
っ
た
転
作
支
援

を
、
今
回
も
県
や
Ｊ
Ａ
と
協
議
す
る
。

■
議
員　
し
っ
か
り
と
実
の
あ
る
結

果
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
事
業

に
つ
い
て　
ほ
か

橋
梁
修
繕
対
応
方
針
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
商
店
街
空
き
店
舗

調
査
に
つ
い
て

新
た
な
荒
廃
農
地
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に

戸
と

田
だ

 隆
りゅう

次
じ

議員
（政

せ い

英
え い

会
か い

）

門
か ど

脇
わ き

 一
か ず

男
お

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

各 個 質 問
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あ
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ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
高
齢
化
率
及
び
介
護
保
険

認
定
率
の
今
後
の
推
移
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
高
齢
化
率
は
２

０
２
５
年
で
30
・
１
％
、
２
０
４
０

年
に
は
33
・
４
％
、
認
定
率
は
、
高

齢
者
全
体
の
う
ち
、
２
０
２
５
年
度

が
21
・
３
％
、
２
０
４
０
年
度
に
は

24
・
２
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

■
議
員　
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

施
設
に
加
え
て
、
歩
い
て
通
え
る
民

間
デ
イ
や
サ
ロ
ン
に
行
く
こ
と
に
よ

り
、
介
護
予
防
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
歩
く
こ
と
が
介

護
予
防
に
効
果
が
あ
り
、
身
近
な
地

域
で
の
サ
ロ
ン
等
、
通
い
の
場
を
拠

点
と
し
た
介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
、

あ
わ
せ
て
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
を
通
じ
た
活
動
の
場
の
提
供

な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
の
様
々
な
場

面
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
。

■
議
員　
歯
磨
き
を
は
じ
め
と
す
る

口
腔
ケ
ア
は
、
歯
周
病
や
虫
歯
を
予

防
す
る
た
め
の
一
番
の
手
段
で
あ
る
。

歯
周
病
が
糖
尿
病
、
肺
炎
や
心
臓
疾

患
、
脳
卒
中
ほ
か
、
全
身
的
な
慢
性

疾
患
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
フ
ッ
化
物
集
団
洗

口
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

■
教
育
長　
令
和
元
年
度
に
、
市
内

２
校
で
試
行
実
施
を
行
っ
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
学
校
現
場
が
様
々

な
緊
急
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
１
年
間
計
画
を
遅
ら
せ
て

い
る
。

■
議
員　
実
施
校
が
少
な
い
理
由
を

伺
う
。

■
教
育
長　
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

の
で
、
教
職
員
の
負
担
が
増
え
、
な

か
な
か
実
施
に
至
り
づ
ら
い
、
そ
う

い
っ
た
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
今
、
モ
デ
ル
事
業
が
で
き
る
の

か
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

生
涯
に
わ
た
り
、
口
腔
ケ
ア
の
基
本

は
歯
磨
き
習
慣
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
が

終
息
す
る
ま
で
フ
ッ
化
物
集
団
洗
口

は
凍
結
す
べ
き
と
考
え
る
。

■
議
員　
全
国
的
に
自
然
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
自
治
体
に
よ
る
避
難

所
の
開
設
等
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

現
下
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
応
な

ど
で
い
ろ
い
ろ
と
職
場
体
制
の
取
組

が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
緊
急
事

態
に
対
す
る
対
応
が
職
員
の
ス
ト
レ

ス
の
発
生
や
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
解
決
策
を
伺
う
。

■
総
務
部
長　
災
害
対
応
や
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
応
に
伴
い
業
務
が
増
え

て
い
る
職
場
は
、
他
課
の
職
員
に
兼

務
辞
令
を
発
令
し
職
員
を
配
置
し
て

お
り
、
災
害
時
の
避
難
所
業
務
は
全

庁
的
に
動
員
を
行
い
、
一
人
当
た
り

の
業
務
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
時
間
外
勤
務
の
多
い
職
員
は
、

産
業
医
面
談
を
行
い
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
所
属
長

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
業
務

の
分
担
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
員　
職
員
の
健
康
保
持
を
願
う

一
方
で
、
療
養
休
暇
の
取
得
状
況
や

傾
向
に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

■
総
務
部
長　
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ

る
療
養
休
暇
の
平
成
25
年
度
か
ら
の

８
年
間
に
お
け
る
取
得
件
数
は
、
お

お
む
ね
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
。
単
年

度
当
た
り
平
均
16
件
の
取
得
状
況
で

あ
り
、
特
定
の
部
署
に
偏
っ
て
い
る

よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

■
議
員　
全
国
的
な
自
然
災
害
の
発

生
が
あ
り
、
弓
浜
半
島
で
も
春
の
強

風
、
夏
の
大
雨
や
長
雨
が
あ
り
、
農

家
は
野
菜
栽
培
に
大
変
苦
労
さ
れ
た

と
思
う
。
そ
こ
で
、
市
内
の
被
害
状

況
、
排
水
対
策
及
び
農
地
保
全
に
つ

い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
７
月
は
集
中
し

て
降
雨
が
あ
り
、
市
内
の
至
る
と
こ

ろ
で
道
路
冠
水
等
の
被
害
を
発
生
さ

せ
た
。
美
保
湾
で
は
、
高
潮
に
よ
り

河
口
閉
塞
が
起
き
、
中
海
で
は
排
水

ポ
ン
プ
作
業
を
行
っ
た
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
農
作
物
の

被
害
は
白
ネ
ギ
な
ど
に
見
ら
れ
、
ま

た
農
地
の
排
水
不
良
や
畦
畔
の
崩
れ

な
ど
が
発
生
し
た
。

■
議
員　
今
回
の
大
雨
被
害
を
契
機

に
、
平
時
か
ら
部
局
を
超
え
た
取
組

協
議
の
場
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

取
組
に
つ
い
て

超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
つ
い

て

農
作
物
の
災
害
対
応
策
に
つ
い

て

口
腔
内
の
健
康
習
慣
に
つ
い
て

安
あ

達
だ ち

 卓
た か

是
し

議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

伊
い

藤
と う

ひろえ議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

各 個 質 問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
イ
ン
ボ
イ
ス
、
適
格
請
求

書
制
度
は
２
年
後
の
令
和
５
年
10
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
が
、
今
年
10
月
か

ら
は
そ
の
登
録
申
請
が
始
ま
る
。
登

録
申
請
を
前
に
、
市
内
の
小
規
模
零

細
業
者
の
制
度
に
対
す
る
周
知
の
実

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■
経
済
部
長　
米
子
商
工
会
議
所
で

は
、
10
月
か
ら
の
登
録
開
始
に
向
け

て
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

■
議
員　
３
月
議
会
で
の
質
問
に
対

し
、
制
度
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
が

出
た
地
元
企
業
が
あ
れ
ば
、
県
や
商

工
会
議
所
、
商
工
会
と
も
協
議
し
対

応
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
イ

ン
ボ
イ
ス
導
入
に
よ
り
市
内
の
小
規

模
事
業
者
が
ば
た
ば
た
と
倒
産
、
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
て
、
地
域
経
済
に

大
打
撃
と
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

事
前
に
し
っ
か
り
と
情
報
を
得
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
経
済
部
長　
制
度
開
始
後
、
令
和

11
年
ま
で
は
免
税
事
業
者
か
ら
の
課

税
仕
入
れ
に
係
る
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
地
元
企

業
に
制
度
が
及
ぼ
す
影
響
等
が
あ
れ

ば
、
必
要
に
応
じ
て
県
や
商
工
団
体

と
も
協
議
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
関
係
者
か
ら
は
、
免
税
事
業
者

に
対
す
る
取
引
排
除
等
の
影
響
を
回

避
す
る
十
分
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

ま
で
の
間
、
少
な
く
と
も
凍
結
す
べ

き
、
ま
た
市
内
の
建
設
業
者
か
ら
は
、

下
請
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
一
人
親

方
な
ど
の
零
細
業
者
に
課
税
業
者
に

な
っ
て
く
れ
と
は
と
て
も
言
え
な
い

と
の
声
を
聞
く
。
こ
う
し
た
声
に
、

市
内
の
業
者
を
守
る
立
場
の
本
市
と

し
て
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
そ
の

心
配
す
る
声
を
国
に
届
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

■
経
済
部
長　
事
業
者
の
意
見
等
に

つ
い
て
は
、
商
工
団
体
や
中
小
企
業

団
体
な
ど
を
通
じ
て
関
係
機
関
へ
届

け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市

と
し
て
も
状
況
を
見
極
め
て
適
切
に

対
処
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
美
保
基
地
へ
の
Ｋ
Ｃ

－

４
６
Ａ
配

備
と
安
全
確
保

○
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に

■
議
員　
教
育
に
は
、
知
育
、
体
育
、

徳
育
、
食
育
の
４
つ
が
あ
る
。
本
市

の
食
育
の
取
組
状
況
と
食
育
の
必
要

性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
米
子
市
食
育

推
進
計
画
の
中
で
、
①
生
涯
に
わ
た

る
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

②
食
の
体
験
を
通
し
た
豊
か
な
心
の

形
成
、
③
食
文
化
を
継
承
し
環
境
に

配
慮
し
た
食
育
の
推
進
の
３
つ
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
な
取
組

と
し
て
は
、
食
へ
の
興
味
を
育
て
る

た
め
に
野
菜
の
栽
培
や
収
穫
、
皮
む

き
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

■
教
育
長　
小
中
学
校
で
は
、
食
に

関
す
る
指
導
全
体
計
画
を
作
成
し
、

教
育
活
動
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

食
育
は
、
生
涯
に
わ
た
り
望
ま
し
い

食
習
慣
を
形
成
す
る
上
で
大
切
と
認

識
し
て
い
る
。

■
議
員　
食
育
は
、
学
校
以
外
に
も

家
庭
や
社
会
と
の
関
わ
り
合
い
で
大

き
な
成
果
が
出
る
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
市
内
全
公
民

館
で
開
催
し
て
い
る
家
庭
教
育
講
座
、

家
庭
に
対
し
て
開
催
し
て
い
る
子
育

て
講
座
、
ま
た
小
中
学
校
の
保
護
者

に
対
し
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て

開
催
し
て
い
る
子
育
て
支
援
講
座
な

ど
の
機
会
を
捉
え
、
食
育
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
て
、
家
庭
、
地
域
へ
の

啓
発
に
努
め
た
い
。

■
議
員　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場

産
物
等
の
使
用
に
つ
い
て
、
実
態
と

取
組
を
伺
う
。

■
教
育
長　
毎
月
19
日
を
食
育
の
日

と
し
、
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
郷

土
料
理
や
行
事
食
を
提
供
す
る
な
ど

し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
学
校
給

食
用
食
材
の
県
産
品
の
使
用
比
率
は

66
％
で
あ
る
。

■
議
員　
高
知
県
南
国
市
が
「
食
育

の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
し
た
よ
う

に
、
食
育
の
伝
統
を
取
り
戻
す
た
め

の
全
市
挙
げ
て
の
取
組
を
期
待
す
る
。

政
策
の
核
に
食
育
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

■
市
長　
ま
ず
は
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
政
策
を
強
化
し
た
い
。
食
は
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
な
り
、
高
齢
者

の
フ
レ
イ
ル
対
策
の
大
き
な
柱
の
一

つ
で
あ
る
。
地
域
の
豊
か
な
食
文
化

の
Ｐ
Ｒ
等
と
併
せ
て
進
め
た
い
。

本
市
に
お
け
る
食
育
の
状
況
と

推
進
に
つ
い
て

地
域
業
者
の
生
業
を
壊
す
イ
ン

ボ
イ
ス

各 個 質 問

岡
お か

村
む ら

 英
え い

治
じ

議員
（日本共産党米子市議団）

森
も り

谷
た に

　司
つかさ

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）
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指
摘
事
項

意
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書
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ら
せ

■
議
員　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
が
見
ら
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
行

政
の
施
策
は
支
援
が
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
後
は
、
各
地
区
の
拠
点

や
人
員
体
制
な
ど
を
フ
ル
に
活
用
し

て
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
は
行

政
主
導
で
再
構
築
を
図
っ
て
い
く
、

よ
り
積
極
的
で
能
動
的
な
手
法
が
取

ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

興
し
て
い
こ
う
と
す
る
際
に
、
そ
こ

に
住
む
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動

は
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
大

前
提
と
し
て
、
今
後
は
、
そ
の
よ
う

な
活
動
が
し
っ
か
り
と
見
ら
れ
る
ま

で
は
、
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、

行
政
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
る
よ
う

に
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
を
つ

く
る
、
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
拠
点

と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
形
成
し
、
強
化
を
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
行
政
と
し

て
は
、
今
後
、
公
民
館
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
持
た
せ
、
活
用
し
て
い
く

の
か
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て

い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
公
民
館
を
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
総
合
的
な
拠
点
と
し
て
明
確
に
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
で

共
管
を
し
て
い
る
公
民
館
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
長
部
局
へ
の
移
管
を

検
討
し
た
い
。

■
議
員　
今
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
土
台
と
し
た
施
策
は
増
え
て
く

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
民
の
潜

在
的
な
パ
ワ
ー
を
引
き
出
し
、
住
ん

で
楽
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
、
手
を
打
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
た
り
、

施
策
の
有
効
性
に
差
が
で
て
く
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
担
当
部
局
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
米
子
市
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け
て
尽
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
議
員　
鳥
取
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
強
力
に
推
し
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鳥
取
県
が
建
設
さ
れ
た
と
っ
と
り
バ

イ
オ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
非
常
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
お
ら
れ
、
本
市

と
し
て
も
、
医
工
連
携
に
よ
る
鳥
大

の
医
療
シ
ー
ズ
に
基
づ
く
産
業
化
を

ぜ
ひ
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。
そ
の
拠
点
と
な
る
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
で
き
な
い

も
の
か
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
い
わ
ゆ
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
さ
ん
と
の
定

期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
こ

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は

こ
の
場
所
、
事
務
所
の
広
さ
、
賃
料

な
ど
具
体
的
な
課
題
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後

さ
ら
に
話
を
詰
め
て
い
き
、
市
と
し

て
も
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
対

応
し
、
個
別
に
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
話
合
い

は
今
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
精
力
的
に
、

よ
り
協
力
関
係
を
密
に
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
幅
広
い
様
々
な
産
業
の
方

々
に
起
業
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
も
含
め
、
特
に
本
市
に
は
鳥
取
大

学
医
学
部
並
び
に
附
属
病
院
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
ま
た
医
療
シ
ー
ズ
が

あ
る
。
様
々
な
シ
ー
ズ
に
様
々
な
企

業
と
の
連
携
の
化
学
反
応
が
起
こ
ら

な
い
と
事
業
化
と
い
う
の
は
進
ま
な

い
の
で
、
そ
こ
を
中
核
と
し
て
産
業

集
積
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
、
子

ど
も
た
ち
が
米
子
市
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
な
と
思

え
る
施
策
を
ぜ
ひ
と
も
推
し
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
本
市
に
お
け
る
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
の
対
応
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
つ
い
て

鳥
取
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

各 個 質 問

三
み

鴨
か も

 秀
ひ で

文
ふ み

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

岡
お か

田
だ

 啓
け い

介
す け

議員
（政

せ い

英
え い

会
か い

）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
原
子
力
災
害
時
の
実
測
値

に
よ
る
避
難
先
等
変
更
の
際
の
計
画

は
な
い
。
激
震
時
に
は
住
宅
の
倒
壊

が
予
想
さ
れ
、
屋
内
退
避
も
妥
当
で

は
な
い
。
ま
た
、
熱
心
に
避
難
訓
練

に
参
加
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
か
ら

は
、
避
難
計
画
に
実
効
性
が
あ
る
、

安
心
で
き
る
と
い
う
声
を
聞
か
ず
、

避
難
計
画
に
実
行
性
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
そ
れ
な
の
に
、
鳥
取
・
島
根
両

県
な
ど
で
つ
く
る
島
根
地
域
原
子
力

防
災
協
議
会
は
、
30
キ
ロ
圏
内
の
住

民
46
万
人
を
対
象
と
し
、
各
自
治
体

の
避
難
計
画
等
を
盛
り
込
ん
だ
緊
急

時
対
応
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
よ

う
な
実
効
性
の
な
い
も
の
を
政
府
の

原
子
力
防
災
会
議
で
了
承
さ
れ
る
こ

と
が
、
事
実
上
再
稼
働
の
手
続
の
一

環
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
安
全
を
保
障
す
る
避

難
計
画
も
な
い
ま
ま
、
再
稼
働
を
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
広
域
住
民
避
難
計

画
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
き
得
る
最

善
の
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
。

■
議
員　
新
規
制
基
準
に
つ
い
て
、

６
月
議
会
で
伺
っ
た
市
長
の
見
解
は

適
合
す
れ
ば
安
全
と
い
う
、
国
と
全

く
同
じ
答
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
規

制
委
員
会
も
中
国
電
力
な
ど
電
力
会

社
も
、
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
も

苛
酷
事
故
は
起
こ
り
得
る
と
言
っ
て

い
る
。
福
島
原
発
事
故
が
教
え
た
の

は
苛
酷
事
故
は
起
こ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
新
規
制
基
準
に
適
合
す
れ

ば
安
全
と
い
う
見
解
は
、
新
た
な
安

全
神
話
で
は
な
い
の
か
。

■
防
災
安
全
監　
新
規
制
基
準
に
合

格
し
た
上
で
リ
ス
ク
を
下
げ
、
事
故

の
防
止
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
安
全

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

■
議
員　
福
島
原
発
事
故
は
収
束
せ

ず
、
教
訓
は
ま
だ
取
り
入
れ
て
お
ら

ず
、
苛
酷
事
故
は
起
り
う
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
ど
う
安
全
が
保

障
で
き
る
の
か
重
ね
て
問
う
。

■
防
災
安
全
監　
新
規
制
基
準
は
原

子
力
規
制
委
員
会
が
、
福
島
第
一
原

発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
最
新
の

知
見
、
技
術
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
安
全
基

準
を
含
む
各
国
の
規
制
動
向
等
を
取

り
入
れ
て
作
成
し
た
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

■
議
員　
中
国
電
力
は
、
島
根
３
市

の
安
全
協
定
の
立
地
自
治
体
並
み
改

定
の
要
請
に
対
し
ゼ
ロ
回
答
を
し
た
。

そ
の
際
、
①
事
前
了
解
権
は
立
地
自

治
体
固
有
の
も
の
、
②
周
辺
自
治
体

に
拡
大
す
る
こ
と
は
本
来
あ
る
べ
き

姿
と
は
異
な
る
、
と
の
考
え
方
を
示

し
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

■
市
長　
住
民
に
対
す
る
安
全
の
責

任
を
負
っ
て
お
り
、
全
面
的
に
賛
同

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
中

国
電
力
は
事
前
了
解
権
と
い
う
も
の

を
狭
く
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
、
違
和
感
を
覚
え
る
。

■
議
員　
避
難
計
画
は
実
効
性
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
実
効
性
に
関
し

市
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
か
。

■
副
市
長　
地
域
防
災
計
画
の
策
定

と
そ
の
責
任
は
、
一
義
的
に
市
に
あ

る
と
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

■
議
員　
２
０
１
４
年
に
島
根
大
学

の
社
会
学
研
究
室
が
行
っ
た
米
子
市

民
の
避
難
計
画
に
対
す
る
意
識
調
査

に
よ
る
と
、
避
難
計
画
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
る
人
は
３
・
４
％
、
計
画

ど
お
り
に
避
難
す
る
人
は
13
・
７
％

で
あ
り
、
７
年
前
の
調
査
で
は
あ
る

が
市
民
に
は
避
難
計
画
は
信
頼
さ
れ

て
お
ら
ず
、
実
効
性
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
こ
の
状
況
は
現
在
改
善
さ

れ
て
い
る
と
思
う
か
。

■
副
市
長　
毎
年
、
訓
練
や
広
報
を

し
て
い
る
の
で
、
住
民
の
理
解
度
は

向
上
し
て
い
る
と
考
え
る
。

■
議
員　
実
効
性
が
あ
る
と
い
う
限

り
は
、
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う
根

拠
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
め
て
、
同
様
の
調
査
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
今
後
、
検
討
す
る
。

■
議
員　
計
画
で
は
９
割
の
住
民
が

自
家
用
車
で
避
難
す
る
。
そ
の
際
、

ま
ず
一
時
集
結
所
ま
で
徒
歩
で
安
定

ヨ
ウ
素
剤
を
受
け
取
り
に
行
き
、
そ

れ
か
ら
自
家
用
車
で
避
難
、
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
原
子
力
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
図
解
で
も
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
れ
で
は
、
９
割
の
住
民

は
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
そ
の
図
を
見
る
と
、

誤
解
を
招
く
よ
う
な
格
好
に
な
る
と

思
う
。

島
根
原
子
力
発
電
所
に
関
し
て

安
全
協
定
の
改
定
、
避
難
計
画

の
実
効
性
に
つ
い
て

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
は

危
険

各 個 質 問

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

議員
（よなご・未来）

石
い し

橋
ば し

 佳
よ し

枝
え

議員
（日本共産党米子市議団）
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

■
議
員　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
い

う
事
業
は
な
く
、
道
路
整
備
と
し
て

の
予
算
で
あ
り
、
通
学
路
の
安
全
対

策
が
ど
の
程
度
の
予
算
で
あ
る
の
か

の
把
握
が
難
し
い
。
先
程
の
64
か
所

の
整
備
は
、
全
体
の
残
り
１
割
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前
倒
し
し
て
で

も
予
算
化
し
て
欲
し
い
。
見
解
を
求

め
る
。

■
市
長　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

て
は
、
優
先
順
位
を
上
げ
て
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て

は
、
決
し
て
先
送
り
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
様
々
な
現
場
対
応
も
含

め
た
部
分
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
い

る
。
予
算
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
、

国
の
方
で
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
補
正
予
算
を
組
む
よ
う
な
動
き

も
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
も
し
っ
か

り
と
活
用
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め

た
い
。
ま
た
、
予
算
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
や
は
り
国
道
、
県
道
そ
れ

ぞ
れ
の
管
理
者
が
異
な
る
の
で
、
警

察
や
他
の
関
係
機
関
と
連
携
を
し
て

し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
淀
江
支
所
の
重
点
課
題
と
目
標
に

つ
い
て

〇
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

〇
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

〇
ま
ち
づ
く
り
戦
略
本
部
の
効
果

的
・
効
率
的
な
運
営
に
つ
い
て

援
補
助
金
制
度
を
創
設
し
た
。

■
議
員　
介
護
保
険
の
変
更
申
請
が

通
ら
な
か
っ
た
際
の
通
知
に
却
下
と

い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
お

年
寄
り
に
対
し
非
常
に
厳
し
い
言
葉

で
あ
り
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
言

葉
の
厳
し
さ
に
加
え
、
過
去
に
誤
解

を
与
え
る
事
例
が
あ
っ
た
た
め
、
適

切
な
言
葉
に
見
直
し
た
い
。

■
議
員　
米
子
城
跡
整
備
計
画
に
お

け
る
手
す
り
の
整
備
は
、
お
年
寄
り

や
障
が
い
の
あ
る
方
が
登
城
す
る
の

に
資
す
る
も
の
な
の
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
登
城
者
の
上
り

や
す
さ
や
安
全
の
確
保
に
配
慮
し
た

構
造
を
考
え
て
お
り
、
階
段
も
段
差

を
低
く
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

■
議
員　
発
掘
調
査
に
よ
り
内
堀
の

位
置
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
裏
や

ぐ
ら
門
復
元
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
裏
や
ぐ
ら
門
の

復
元
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
発
掘
調

査
で
位
置
や
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ

た
段
階
で
、
鳥
取
県
や
文
化
庁
と
協

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

■
議
員　
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
整

備
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
議
員　
通
学
路
の
安
全
対
策
へ
の

対
応
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
毎
年
、

学
校
か
ら
の
危
険
箇
所
の
報
告
を
受

け
、
道
路
管
理
者
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
合
同
点
検
を
行

い
、
各
校
区
別
に
集
計
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
。
直
近

の
状
況
と
し
て
、
平
成
30
年
度
に
31

か
所
、
令
和
元
年
度
に
83
か
所
、
令

和
２
年
度
に
21
か
所
、
今
年
度
は
、

８
月
に
新
た
に
47
か
所
の
合
同
点
検

を
行
っ
た
。
進
捗
状
況
と
し
て
、
合

同
点
検
が
始
ま
っ
た
平
成
24
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
９
年
間
で
、

合
計
６
０
９
か
所
に
つ
い
て
合
同
点

検
を
行
い
、
５
４
５
か
所
に
つ
い
て

ハ
ー
ド
ま
た
は
ソ
フ
ト
対
策
が
完
了

し
、
残
り
64
か
所
に
つ
い
て
は
道
路

標
識
の
設
置
検
討
な
ど
、
関
係
機
関

に
お
い
て
改
善
に
向
け
て
対
応
検
討

し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
に
寄
り
添
う
施
策
に
つ

い
て
・
２

米
子
城
跡
の
復
元
と
街
づ
く
り

に
つ
い
て
・
７

■
議
員　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

公
民
館
の
２
階
ト
イ
レ
は
、
高
齢
者

に
寄
り
添
い
洋
式
化
す
べ
き
だ
。

■
市
長　
公
民
館
の
２
階
ト
イ
レ
が

洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い
状
況
は
認
識

し
て
お
り
、
各
部
局
と
相
談
し
た
い
。

■
議
員　
災
害
時
要
援
護
者
登
録
の

情
報
が
更
新
で
き
て
い
な
い
が
、
市

の
関
与
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、

実
情
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
個
別
避
難
計
画
を
早
期
に
作

成
で
き
る
よ
う
予
算
計
上
を
し
た
。

■
議
員　
平
成
29
年
に
お
年
寄
り
が

利
用
し
や
す
い
バ
ス
停
の
整
備
を
提

案
し
た
際
、
前
向
き
な
答
弁
を
い
た

だ
い
た
が
、
ど
う
検
討
さ
れ
た
の
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
議
員
御
提
案
後
、

平
成
30
年
に
か
け
て
市
内
バ
ス
停
約

５
０
０
か
所
を
調
査
し
、
令
和
２
年

度
に
快
適
な
バ
ス
待
合
環
境
整
備
応

各 個 質 問

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

稲
い な

田
た

　清
きよし

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）
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■
議
員　
市
内
の
飲
食
店
の
営
業
時

間
短
縮
要
請
が
７
月
21
日
か
ら
８
月

３
日
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
飲
食

店
で
の
感
染
か
ら
県
外
と
の
往
来
等

に
よ
る
感
染
に
変
化
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
時
短
要
請
は
終
了
し
た
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
県
外
と
の
往

来
者
等
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必

要
性
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
有
償
で
は
あ
る

が
、
個
人
の
希
望
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に

あ
る
た
め
、
本
市
と
し
て
、
広
く
一

般
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
。

■
議
員　
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
よ

り
安
心
な
成
人
式
を
行
う
た
め
県
外

在
住
の
参
加
者
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
参

加
条
件
と
し
、
そ
の
費
用
を
補
助
す

る
と
し
て
い
る
。
県
外
と
の
往
来
の

際
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。
市
民
が

よ
り
安
心
し
て
生
活
し
た
り
活
動
し

た
り
す
る
た
め
、
県
外
と
の
往
来
者

に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
検
討
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
議
員　
イ
ベ
ン
ト
出
店
事
業
者
な

ど
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
期
に
渡

り
、
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
た
と
し
て
も

縮
小
さ
れ
た
り
、
市
民
も
ま
だ
外
出

を
控
え
る
行
動
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
状
況
に
お
い
て
は
、
利
用
促
進
事

業
な
ど
の
間
接
支
援
で
は
な
く
、
事

業
者
へ
の
直
接
支
援
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
鳥
取
県
で
は
市
町
村
が
行

う
給
付
型
支
援
事
業
に
半
分
補
助
す

る
と
の
こ
と
で
、
大
山
町
や
境
港
市

で
も
直
接
支
援
を
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
本
市
は
今
、
直
接
支
援
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
い
な
い
の
か
伺
う
。

■
経
済
部
長　
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
、
施
策
を
打
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
多
く
の
事
業
者
が
苦
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
共

通
の
認
識
で
あ
る
。
至
急
、
本
市
も

直
接
支
援
策
を
打
ち
出
す
よ
う
要
望

す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
み
ん
な
が
健
康
で
働
け
る
職
場
づ

く
り

〇
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画
の

中
止
を
求
め
て

■
議
員　
市
営
住
宅
の
管
理
人
の
根

拠
規
定
と
、
そ
の
責
務
、
役
割
に
つ

い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
米
子
市
住
宅
管

理
人
の
職
務
に
関
す
る
規
程
に
定
め

ら
れ
、
責
務
は
、
住
宅
環
境
を
良
好

な
状
態
に
維
持
す
る
ほ
か
、
届
出
書

の
確
認
、
共
用
施
設
等
の
維
持
管
理

料
金
の
徴
収
や
日
常
点
検
、
文
書
の

配
布
や
回
覧
な
ど
の
役
割
が
あ
る
。

■
議
員　
市
営
住
宅
の
一
部
で
共
益

費
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
問
題
に
つ

い
て
、
市
の
認
識
と
共
益
費
を
支
払

わ
な
い
居
住
者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
一
部
の
入
居
者

か
ら
共
益
費
を
支
払
っ
て
も
ら
え
な

い
相
談
を
受
け
て
お
り
、
市
で
も
認

識
し
て
い
る
。
支
払
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
市
か
ら
も
働
き
か
け
て
い
る
。

■
議
員　
公
営
住
宅
の
共
益
費
等
の

管
理
は
、
多
く
の
自
治
体
で
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
家
賃
と

共
益
費
を
合
算
し
住
居
費
と
し
て
徴

収
す
る
こ
と
を
、
本
市
と
し
て
も
、

検
討
す
る
動
き
へ
の
考
え
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
共
益
費
の
徴
収

に
つ
い
て
、
現
状
で
も
問
題
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
徴
収

方
法
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
自
治
体
の

状
況
な
ど
調
査
を
し
た
い
。

■
議
員　
共
益
費
の
管
理
の
在
り
方
、

管
理
人
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
時
代

や
現
状
に
即
し
て
持
続
可
能
な
在
り

方
を
検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

■
議
員　
早
産
児
の
保
護
者
か
ら
、

実
際
の
月
齢
で
の
乳
幼
児
健
診
で
は
、

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
て
悲
し
い
、

本
市
で
も
修
正
月
齢
で
受
診
で
き
る

選
択
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の
相
談
が

あ
っ
た
。
早
産
児
、
低
出
生
体
重
児

に
対
し
て
、
修
正
月
齢
を
用
い
て
の

乳
幼
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
保
護
者
の
思
い

は
重
く
受
け
止
め
る
。
早
産
児
、
低

出
生
体
重
児
は
、
今
で
も
修
正
月
齢

で
の
健
診
を
希
望
の
場
合
は
配
慮
を

し
て
い
る
。
修
正
月
齢
に
合
わ
せ
て

受
診
が
で
き
る
こ
と
を
広
報
し
、
保

護
者
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
。

■
議
員　
修
正
月
齢
を
ベ
ー
ス
に
す

る
柔
軟
な
検
討
を
強
く
要
望
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住

宅
環
境
に
つ
い
て

健
康
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

各 個 質 問

今
い ま

城
し ろ

 雅
ま さ

子
こ

議員
（公明党議員団）

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

議員
（日本共産党米子市議団）
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■
議
員　
安
倍
三
柳
線
が
全
面
開
通

し
て
国
道
４
３
１
号
線
と
結
ば
れ
れ

ば
、
環
日
本
海
の
拠
点
と
な
る
数
多

く
の
地
域
と
直
結
す
る
こ
と
で
経
済

や
防
災
上
等
の
効
果
は
大
き
い
と
考

え
る
が
、
市
長
に
全
面
開
通
の
意
義

を
伺
う
。

■
市
長　
全
面
開
通
と
な
れ
ば
、
議

員
仰
せ
の
と
お
り
、
様
々
な
経
済
的

効
果
や
避
難
路
と
し
て
の
重
要
性
、

渋
滞
の
解
消
等
が
見
込
め
る
。
早
期

全
面
開
通
に
向
け
て
頑
張
る
。

■
議
員　
市
の
所
有
す
る
公
園
緑
地

で
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
市
が
責
任

を
負
う
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
市
の
緑
地
で
の

事
故
の
責
任
は
市
側
に
あ
る
。

■
議
員　
公
園
緑
地
の
遊
具
管
理
責

任
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
遊
具
の
事
故
に

つ
い
て
は
、
設
置
を
さ
れ
た
団
体
等

が
責
任
を
負
う
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
他
市
で
子
ど
も
が
頭
蓋
骨

を
骨
折
し
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が

起
き
た
。
も
し
米
子
市
な
ら
ば
自
治

会
長
等
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

考
え
る
が
、
説
明
は
十
分
な
さ
れ
た

の
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
説
明
会
等
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
周
知
が
不
十
分
だ

っ
た
の
で
は
と
問
う
自
治
会
か
ら
の

質
問
に
対
し
、
回
答
を
し
た
旨
を
関

係
機
関
か
ら
聞
い
て
い
る
。

■
議
員　
遊
具
管
理
責
任
の
件
は
以

前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
今
こ
そ
正

す
べ
き
と
き
で
あ
る
。
賢
明
な
市
長
、

副
市
長
の
良
識
に
期
待
し
た
い
。

■
議
員　
西
部
広
域
の
ご
み
処
理
計

画
の
委
員
長
や
地
元
議
員
等
の
関
係

で
ご
み
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
。
工

場
か
ら
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
も
出
て

お
り
、
同
じ
所
に
留
ま
る
こ
と
は
環

境
上
良
く
な
い
こ
と
か
ら
、
今
の
所

に
は
建
設
し
な
い
こ
と
が
約
束
済
み

で
あ
る
が
、
市
長
は
当
然
御
存
知
で

あ
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
本
市
が
目
指
す
複
数
の
政

策
課
題
の
達
成
に
、「
歩
く
」
と
い

う
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考

え
る
。
歩
行
習
慣
の
推
進
に
よ
る
政

策
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
持
続
可
能
な
交

通
体
系
構
築
に
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、

公
共
交
通
、
車
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
目
指
す
た
め
、
歩
く
習
慣
の
推
進

は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

■
福
祉
保
健
部
長　
健
康
増
進
、
疾

病
予
防
、
転
倒
事
故
防
止
、
健
康
寿

命
の
延
伸
の
ほ
か
、
医
療
費
や
介
護

費
用
の
減
少
が
見
込
め
る
。

■
議
員　
歩
く
生
活
習
慣
の
向
上
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

歩
き
や
す
さ
、
安
全
性
、
楽
し
み
な

ど
、
歩
い
て
出
た
こ
と
の
有
益
性
を

示
し
な
が
ら
、
総
合
政
策
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業

の
重
点
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
市
民
の
皆

様
が
ふ
だ
ん
い
る
と
こ
ろ
で
歩
く
習

慣
づ
け
を
進
め
る
方
策
を
考
え
た
い
。

■
議
員　
年
次
的
に
ど
の
よ
う
に
歩

道
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
の
特
定
道
路
に
つ
い

て
は
、
現
場
の
点
検
・
確
認
等
を
行

い
な
が
ら
年
次
的
に
進
め
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
安

全
点
検
や
要
望
に
基
づ
き
、
道
路
整

備
事
業
に
あ
わ
せ
て
整
備
し
、
改
善

を
図
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
歩
行

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
今
後
の
歩
道
改
良
・
整
備

に
つ
い
て
は
、「
歩
け
る
環
境
」を「
歩

き
た
く
な
る
」
に
変
え
て
い
く
観
点

で
、
歩
行
習
慣
、
車
椅
子
、
障
が
い

者
に
配
慮
し
た
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
改
め
て
整
備
方
針
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

と
は
、
歩
き
や
す
い
、
歩
き
た
く
な

る
、
歩
く
の
が
楽
し
い
こ
と
と
考
え

て
い
る
が
、
ま
ず
安
全
対
策
か
ら
で
、

そ
の
意
味
で
通
学
路
を
第
一
に
考
え

て
い
る
。
た
だ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
、
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
の
視
点
に
立
っ
て
、

歩
行
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

（
安
倍
三
柳
線
の
早
期
全
面
開

通
に
つ
い
て
）

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
用

地
問
題
に
つ
い
て

市
有
公
園
緑
地
に
対
す
る
管
理

責
任
に
つ
い
て

歩
行
習
慣
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

各 個 質 問

中
な か

田
た

 利
と し

幸
ゆ き

議員
（信

し ん

風
ぷ う

）

矢
や

倉
く ら

　強
つよし

議員
（よなご・未来）
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■
議
員　
本
市
で
は
地
産
外
商
を
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
て
い
る
。

予
想
以
上
に
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
経
済
活
性
化
を

図
る
の
か
。

■
市
長　
地
産
外
商
の
取
組
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
県
を
ま
た
い
だ

往
来
や
対
面
で
の
商
談
が
難
し
い
状

況
で
あ
り
、
実
施
可
能
な
方
法
に
よ

り
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
需
要
の
開

拓
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的

に
は
、
国
内
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談

会
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
開

催
さ
れ
る
商
談
会
へ
の
支
援
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
地
域
産
品
の

販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
海
外
向
け
販
路
拡
大

に
つ
い
て
は
、
台
湾
な
ど
海
外
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
ほ
か
、

越
境
Ｅ
Ｃ
の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ど
に
よ
り
、
海
外
の
商
談
会
へ
参
加

を
す
る
事
業
者
の
販
路
開
拓
を
支
援

す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
た
い
。

■
議
員　
大
規
模
災
害
時
の
災
害
ご

み
の
仮
置
場
に
お
い
て
、
分
別
に
か

か
る
時
間
が
短
縮
で
き
れ
ば
復
興
が

早
く
進
む
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
分
別
に
か
か
る

時
間
の
短
縮
に
よ
り
、
被
災
地
に
お

け
る
円
滑
な
災
害
ご
み
の
撤
去
が
可

能
と
な
り
、
結
果
と
し
て
災
害
か
ら

の
早
期
復
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。

■
議
員　
昨
年
の
熊
本
豪
雨
の
際
に
、

熊
本
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
処
理
方
法

が
全
国
で
注
目
を
集
め
た
。
本
市
で

も
非
常
に
有
用
と
考
え
る
が
、
県
・

国
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
熊
本
モ
デ
ル
は
、

仮
置
場
で
単
一
品
目
で
の
持
込
み
車

両
を
優
先
的
に
受
け
付
け
る
専
用
レ

ー
ン
を
導
入
し
、
渋
滞
の
解
消
と
滞

留
時
間
の
減
少
を
実
現
し
た
試
み
と

承
知
し
て
い
る
。
本
市
の
目
指
す
災

害
廃
棄
物
の
適
正
、
円
滑
な
処
理
に

も
つ
な
が
り
、
早
期
復
興
に
向
け
て

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

国
や
県
と
実
施
予
定
を
考
え
て
い
る

図
上
訓
練
等
の
情
報
交
換
の
場
で
も

議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
経
済
活
動

の
継
続
に
つ
い
て

災
害
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て

各 個 質 問

奥
お く

岩
い わ

 浩
ひ ろ

基
き

議員
（蒼

そ う

生
せ い

会
か い

）

1 2 月 定 例 会 日 程

12月１日（水） 本会議（開会、議案上程） 13日（月） 総務政策委員会、予算総務政策分科会

３日（金） 本会議（各個質問） 14日（火） 民生教育委員会、予算民生教育分科会

６日（月） 本会議（各個質問） 15日（水） 都市経済委員会、予算都市経済分科会

８日（水） 本会議（各個質問） 17日（金） 予算決算委員会（全体会）

９日（木） 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） 21日（火） 本会議（付議案の処理、閉会）

10日（金） 予算決算委員会（全体会）

※請願・陳情は、11月29日の正午までに議会事務局に提出してください。その後に提出された場合は３月定例会で審議することとなります。
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令和３年米子市議会９月定例会提出議案等審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●

報告番号 件　　　　　　名

報告第12号 令和２年度決算に基づく米子市の健全化判断比率について

報告第13号 令和２年度決算に基づく米子市の公営企業における資金不足比率について

報告第14号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第15号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第16号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第17号 米子市債権管理条例に基づく非強制徴収債権等の放棄について

報告第18号 米子市債権管理条例に基づく水道事業に係る非強制徴収債権等の放棄について

●報告●

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第76号 専決処分について（令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第５回）） 原案承認

議案第77号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第６回） 原案可決

議案第78号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第79号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第80号 米子市組織条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第82号 米子水鳥公園ネイチャーセンター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第85号 米子市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第86号 財産の取得について 原案可決

議案第87号 財産の取得について 原案可決

議案第89号 令和３年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第91号 令和２年度米子市水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第92号 令和２年度米子市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第93号 令和２年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第95号 令和２年度米子市下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第96号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第97号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第98号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第８回） 原案可決

議案第99号 米子市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第100号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について 原案可決

議案第101号 出産育児一時金の増額を求める意見書の提出について 原案可決



142021年12月　よなご市議会だより【67号】

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属

稲
田　

清

奥
岩
浩
基

尾
沢
三
夫

門
脇
一
男

田
村
謙
介

三
鴨
秀
文

森
谷　

司

渡
辺
穣
爾

国
頭　

靖

土
光　

均

西
川
章
三

矢
倉　

強

今
城
雅
子

前
原　

茂

安
田　

篤

矢
田
貝
香
織

安
達
卓
是

伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

石
橋
佳
枝

岡
村
英
治

又
野
史
朗

岡
田
啓
介

戸
田
隆
次

遠
藤　

通

岩
﨑
康
朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第81号 米子市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第83号 米子市立認定こども園条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第84号 米子市児童福祉施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第88号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第７回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第90号 令和２年度米子市一般会計等の決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第94号 令和２年度米子市下水道事業会計の決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

陳情第93号
辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的議論
を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択を求める
陳情

不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第94号 海外出身の市民への新型コロナ・ワクチンなどの案内に関する陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第95号 原子力災害時の避難計画について、原発の稼働の要件となるように国による審査・
検証のしくみをつくることを国に求める陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第96号 島根原発２号機再稼働の是非について意見を述べる前に、中国電力に対して立地自
治体並みの安全協定の実現を強く求める陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第97号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める陳情書 不採択 × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

令和３年米子市議会９月定例会提出議案等審議結果一覧表
○：賛成　×：反対　議：議長

陳情
第96号

【不採択とした理由】
①立地自治体並みの事前了解権は確保していかなければならないと考えており、平成２８年に本市議会として要望
している経緯がある。また、鳥取県、米子市、境港市の３者においては、中国電力に申入れをしているなど、多様
的な動きがある中、その動向を見定めることが肝要であるため。
②今後再稼働に対する是非について、安全協定含め、市としての意思を表明していくにあたり、二元代表制が機能
し、自治体意思を決めていくというプロセスを踏むことが当然であると考え、今ここの場面で市議会として求める
段階ではないため。
＜賛成意見＞
①福島原発の例を見ても事故の被害は周辺自治体においても甚大であり、安全が立地市と周辺市で区別されるべき
ではないと考える。中国電力からの回答を待つのではなく、立地自治体並みの安全協定をしっかりと今求めていき、
鳥取県、米子市、境港市の後押しをすることが必要である。
②事前了解権を周辺自治体に拡大することは本来あるべき姿とは異なるという中国電力の見解に対し、しっかりと
市議会の意思を表示すべきである。
＜反対意見＞
①立地自治体並みの事前了解権は確保していかなければならないと考えており、平成２８年に本市議会として要望
している経緯がある。また、鳥取県、米子市、境港市の３者においては、中国電力に申入れをしているなど、多様
的な動きがある中、その動向を見定めることが肝要である。
②今後再稼働に対する是非について、安全協定含め、市としての意思を表明していくにあたり、二元代表制が機能
し、自治体意思を決めていくというプロセスを踏むことが当然であると考え、今ここの場面で市議会として求める
段階ではない。

陳情
第97号

【不採択とした理由】
①需給操作や価格の下支えを目的として、主食用米を国が買い上げて、市場隔離することは需要に応じた米生産を
進める産地にとっては適切な措置とはなり得ず、自らの経営判断によって、需要に応じた生産販売を進める米政策
の基本方針に沿って対応することが重要であるため。
②本陳情はコロナ禍における現状に対しての陳情であり、長期的な政策が求められる農政に関してはそぐわないた
め。
③今回の事態に関しては、農家の戸別所得補償制度を活用すべきであり、一つの産物だけを市場において価格統制
することは好ましくないため。
④米政策については、今後の人口減少社会を踏まえ、需要減少を考え、他の作物への転作や加工用、飼料用米への
転換など実効性のある政策を農業団体や農業者自身が打ち出していくことが先決であるため。
＜賛成意見＞
①米価が暴落している中、政府が責任を持って過剰在庫を買い上げ、市場から分けて暴落を止めることが必要であ
る。
②米の在庫対策を求める要望は、全国知事会、他の自治体及びＪＡグループなどからも政府にあり、農業を守るた
めにもこの陳情の採択は必要である。
＜反対意見＞
①需給操作や価格の下支えを目的として、主食用米を国が買い上げて、市場隔離することは需要に応じた米生産を
進める産地にとっては適切な措置とはなり得ず、自らの経営判断によって、需要に応じた生産販売を進める米政策
の基本方針に沿って対応することが重要である。
②本陳情はコロナ禍における現状に対しての陳情であり、長期的な政策が求められる農政に関してはそぐわない。
③今回の事態に関しては、農家の戸別所得補償制度を活用すべきであり、一つの産物だけを市場において価格統制
することは好ましくない。
④米政策については、今後の人口減少社会を踏まえ、需要減少を考え、他の作物への転作や加工用、飼料用米への
転換など実効性のある政策を農業団体や農業者自身が打ち出していくことが先決である。
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賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院
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通

岩
﨑
康
朗議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第81号 米子市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第83号 米子市立認定こども園条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第84号 米子市児童福祉施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第88号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第７回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第90号 令和２年度米子市一般会計等の決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議
議案第94号 令和２年度米子市下水道事業会計の決算認定について 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 議

陳情第93号
辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的議論
を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択を求める
陳情

不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第94号 海外出身の市民への新型コロナ・ワクチンなどの案内に関する陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第95号 原子力災害時の避難計画について、原発の稼働の要件となるように国による審査・
検証のしくみをつくることを国に求める陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第96号 島根原発２号機再稼働の是非について意見を述べる前に、中国電力に対して立地自
治体並みの安全協定の実現を強く求める陳情 不採択 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第97号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める陳情書 不採択 × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

令和３年米子市議会９月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●

●陳情の議決結果の理由等●

陳情
第93号

【不採択とした理由】
①辺野古新基地建設については、高度な政治的判断が求められる事案であり、国において対応すべき問題であると考
えるため、市議会という立場で本件について審査し、意見書を提出することはなじまないため。
②基地の問題について、最初に解決すべきは住民の危険を回避することであり、辺野古への移転については様々な議
論があると承知しているが、まずは普天間基地を一刻も早くなくすことが最重要と考えるため。
③本陳情には、普天間基地の代替施設の候補地について、全国の自治体を候補地として公正かつ民主的な手続により
決定するようにと記載してあるが、自治体がこの判断をすることは大変困難と考えるため。
＜賛成意見＞
辺野古新基地建設については、これまでも様々な選挙や県民投票等において反対という沖縄県民の意思を突き付けて
いる事実がある。主権者である国民の議論によってどうするかを決定することが重要であり、また基地建設の埋め立
てに遺骨の残る土砂を使用することは死者を冒涜するものと考えるため、沖縄県民の心に寄り添うという意味でも本
陳情に賛同する。
＜反対意見＞
①辺野古新基地建設については、高度な政治的判断が求められる事案であり、国において対応すべき問題であると考
えるため、市議会という立場で本件について審査し、意見書を提出することはなじまない。
②基地の問題について、最初に解決すべきは住民の危険を回避することであり、辺野古への移転については様々な議
論があると承知しているが、まずは普天間基地を一刻も早くなくすことが最重要と考える。
③本陳情には、普天間基地の代替施設の候補地について、全国の自治体を候補地として公正かつ民主的な手続により
決定するようにと記載してあるが、自治体がこの判断をすることは大変困難と考える。

陳情
第94号

【不採択とした理由】
①本陳情の趣旨は理解するところであり、情報弱者の方への対応は今後の課題と考えるが、やさしい日本語による案
内や多国語で厚生労働省のホームページにリンクするなど、ある程度のところまでは対応しているため。
②本陳情は難しい問題であり、真摯に受けなければならないと考える。まずは市民に市役所に来ていただくことで、
国が体制整備している関係機関との連携が図られることから、ある程度の弊害事務、リスクが回避できたのではない
かと考えるため。
＜賛成意見＞
①コロナの問題は命にも関わることであり、大事なことをどこで聞けばいいのか、何の書類なのかが分かるようになっ
ていることが必要である。
②窓口等分かりやすい体制があったとしても、案内文では分からなかったという事実があることから、より分かりやす
いものにしていくべきである。
＜反対意見＞
①本陳情の趣旨は理解するところであり、情報弱者の方への対応は今後の課題と考えるが、やさしい日本語による案
内や多国語で厚生労働省のホームページにリンクするなど、ある程度のところまでは対応している。
②本陳情は難しい問題であり、真摯に受けなければならないと考える。まずは市民に市役所に来ていただくことで、
国が体制整備している関係機関との連携が図られることから、ある程度の弊害事務、リスクが回避できたのではない
かと考える。しかしながら、本案件については、当局においても更なる市民に寄り添った対応をするとともに、より一
層の努力、改善をすべきである。

陳情
第95号

【不採択とした理由】
本陳情は避難計画の実効性を高めることを求めているというふうに理解をするが、そのためには避難計画に基づいた
訓練を実施する中で検証、見直しをしていく、また、国の一律的な審査基準ではなく、地方が地域特性に基づいて実
効性を高めていくことが一番と考える。また、その避難計画においては、災害発生時には国が判断し、市が住民に指
示を出すという流れ・スキームが今の段階では確立されており、本陳情はそぐわないため。
＜賛成意見＞
避難計画を原発稼働の要件とすることは原発稼働の賛成・反対に関わらず安全を保障するためのものであり、また、
避難計画を策定することと審査、検証することは別のものとして考える必要があることから、地方自治体だけに任せる
のではなく、国の責任において、計画の実効性について審査、検証するべきである。
＜反対意見＞
本陳情は避難計画の実効性を高めることを求めているというふうに理解をするが、そのためには避難計画に基づいた
訓練を実施する中で検証、見直しをしていく、また、国の一律的な審査基準ではなく、地方が地域特性に基づいて実
効性を高めていくことが一番と考える。また、その避難計画においては、災害発生時には国が判断し、市が住民に指
示を出すという流れ・スキームが今の段階では確立されており、本陳情はそぐわない。
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令和２年度決算に係る予算決算委員会指摘事項

　審査の結果、大変厳しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営
上、特に重点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項に関して、委員会において指摘された
点については、次のとおりである。

１　地区版地域福祉活動計画の進捗について
　地区版地域福祉活動計画の進捗については、本来、全ての地区で地域福祉活動計画を策定し、ボ
トムアップの形で市の地域福祉計画を策定するべきであったのではないかと思慮する。市の地域福
祉計画は策定されたが、地区版の進捗状況はあまりにも遅く、このままでは地域格差の発生が懸念
される。
　例えば、これまでの経験や策定方法を生かすために、コーディネーターを増員するほか、手法を
変えるなどし、早急に全ての地区において地区版地域福祉活動計画が策定されるよう、予算化を図
られたい。

２　婦人保護対策事業（DV被害者支援の相談体制）について
　婦人保護対策事業（DV被害者支援の相談体制）については、コロナ禍等の影響により、令和２
年度のDV被害の相談件数が元年度に比べ約２. ３倍と急増しており、緊急的な対応が必要である。
　しかしながら、相談窓口の案内表示がなく、十分な相談体制ではなかったと言わざるを得ない。
市民に相談窓口がわかるような表示をして、DV被害を予防できるような相談体制を整えられたい。
　また、緊急的な対応から、自立後も厳しい状況が続くことから、その体制のさらなる充実と関係
機関との連携も図るとともに、相談件数や主な相談内容を事務報告等に記載し、その分析や予防等
に資する施策へ反映されたい。

３　放課後児童対策事業（なかよし学級）について
　放課後児童対策事業（なかよし学級）については、令和元年度決算審査において、待機児童の発
生が予想されることによる本事業の検証・是正を指摘しているところである。
　しかしながら、令和２年度においてもこれらの課題は解消されず、民間の放課後児童クラブの受
入数が大幅に増加したにもかかわらず、待機児童は解消していない。
　なかよし学級の現場から人材確保が難しいという声もあるため、指導員の処遇も検討しつつ、必
要な人材を確保し、余裕教室の活用も合わせて検討の上、なかよし学級の学級数・受入児童数の拡
大を図られたい。

４　市営住宅管理事業について
　市営住宅管理事業については、住宅に困窮する低額所得者に対し、低廉な家賃で公営住宅を供給
することにより、生活の安定に寄与することを目的とする事業であるが、戸別の公募であることに
より、市営住宅の立地や施設状態等により、入居希望者数による競争率に大きな隔たりが生じてい
る。また、抽選結果により入居できなかった住宅困窮者の扱いが定められておらず、事業目的が十
分に達成されているとは言い難い。よって、現在の公募方法や抽選に漏れた住宅困窮者の実情を踏
まえた検討を行い、事業目的に沿った事業となるよう改善されたい。

５　北公園墓地事業について
　北公園墓地事業については、生活環境との調和をはかり、墓地の永続的管理や健全な経営の必要
性から公が行う事業であるが、ライフスタイルの変化に伴い、埋葬方法や墓地形態の多様化、墓地
の承継問題など、墓地に対するニーズに変化が見受けられる。本事業においては、既に取得した未
整備地区もあることから、墓地に対するニーズの把握や承継問題等も考慮し、南公園墓地の実情も
含めた公営墓地全体像の中で経営に努められたい。
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　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度におい
ても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策など
の喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽
化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。
　よって、国会、政府におかれては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、
強く求める。

記
１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」にお

いて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、
急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理な
しわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産
を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講
じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特
例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年度と同額
とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長につい
て、さらなる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分
すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年10月１日
米　子　市　議　会

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　経済産業大臣　内閣官房長官
　経済再生担当大臣　様

　今後、自治体を取り巻く環境は、生産年齢人口の減少や少子高齢化の進行により市税収入の増が見
通せない状況にあることに加え、新型コロナウイルス感染症対策の長期化により、ますます厳しい財
政運営を強いられることが予想され、自治体には多様化・複雑化する行政需要に的確に対応し、持続
可能な行財政運営が求められ、自治体の運営能力が問われる時代を迎えていくこととなる。
このような中、市長をはじめ、執行部においては、この指摘を真摯に受け止め、市長のリーダーシッ
プのもと、全職員が一丸となって英知を結集し、市民の信頼に応え、市政発展に努められるよう、強
く求めるものである。

▽ 意見書 ▽　9月定例会で次の2件の意見書が可決されました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

意見書：地方自治法第99条に基づき、市の公益に関することについて、国会や関係行政庁に対し、議会の意思をまとめて提出する文書のこと。
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　厚生労働省によると2019年度の出産費用が正常分娩の場合、全国平均額は約46万円で、室料差額等を
含む費用の全国平均額は約52万4,000円となっている。出産にかかる費用は年々増加し、費用が高い都市
部では現在の42万円の出産育児一時金の支給額では賄えない状況になっており、平均額が約62万円と最
も高い東京都では、現状、出産する人が約20万円を持ち出している計算となる。
　国は、2009年10月から出産育児一時金を原則42万円に増額し、2011年度にそれを恒久化、2015年度
には一時金に含まれる産科医療補償制度掛金分３万円を１万6,000円に引下げ、本来分39万円を40万４
4,000円に引き上げた。2022年１月以降の分娩から産科医療補償制度掛金を１万2,000円に引下げ、本人
の受取額を4,000円増やすとともに、医療機関から費用の詳しいデータを収集し実態を把握したうえで増
額に向けて検討することとしている。
　一方、2019年の出生数は86万5,234人で、前年に比べ５万3,166人減少し過去最少となった。少子化克
服に向け、安心して子どもを産み育てられる環境を整えるためには、子どもの成長に応じた、きめ細かな
支援を重ねていくことが重要であり、一時金はその大事な一手であると考えられる。
　少子化対策は、我が国の重要課題の一つにほかならず、子育てのスタート期に当たる出産時の経済的な
支援策を強化することは欠かせない。
　よって、国会、政府におかれては、現在の負担に見合う形に出産育児一時金を引き上げるよう、強く求
める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年10月１日
米　子　市　議　会

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣　様

出産育児一時金の増額を求める意見書

【お問い合わせ・申し込み】【お問い合わせ・申し込み】

聴覚に障がいのある方に
手話通訳者を派遣します

※市議会ホームページ「傍聴のご案内」に「手話通訳申込書」の様式を掲載していますのでご
利用ください。また、会議の日程を掲載していますので、ご確認の上、傍聴希望日の２日前
（土日、祝日を除く）までに議会事務局に提出してください。
※お申込み後に傍聴を取りやめる場合は、速やかに議会事務局に連絡してください。

Ｅメール：gikai@city.yonago.lg.jp
ファクシミリ：（0859）35-6464
電話：（0859）32-0302
郵送：〒683-8686　米子市加茂町一丁目１番地　米子市議会事務局宛

　米子市議会では、本会議、委員会、全員協議会を傍聴する際に、聴覚に障がいのある方に手
話通訳者を派遣します。利用に際して費用はかかりません。
　事前の申込みが必要ですので、希望されるかたは議会事務局へお問い合わせください。



19 2021年12月　よなご市議会だより【67号】

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
指
摘
事
項

意
見
書

お
知
ら
せ

請願書・陳情書のつくり方
　請願・陳情は、市議会と市民を直接つなぐ大切な手段です。市政についての意見や希望がある
ときは、だれでも提出できます。請願には、紹介議員の署名又は記名押印が必要ですが、陳情に
は紹介議員は不要です。
※提出者の氏名について、自署される場合は、押印は必要ありません。
（自署以外による氏名の記載には押印が必要です。）

①　法人、団体として提出される場合は、その所
在地及び名称並びに代表者の署名又は記名押印
が必要です。昼間に連絡のとれる電話番号も記
載しておいてください。
②　内容が２項目にわたるときは、なるべく１項
目ごとに提出してください。
③　提出者が多数の場合には、なるべく代表者を
選び、提出者欄に記入してください。
④　関係行政庁に意見書の提出を求める請願・陳
情の場合は、意見書の案を添付してください。

※事務処理の都合上、定例会開会日の２日前（市の休日を除く）の正午までに提出されたものについて、その
定例会で審議されます。上記期限後に提出されたものは、その次の定例会で審議されることになります。

【記載上の注意事項】 【 書 式 例 】

○○○に関する
請　願　書

〈表紙〉

○○○に関する請願
1  要旨……
2  理由……

米子市議会議長 様

〈内容〉

年　月　日

紹介議員
氏名
（署名又は記名押印）

（提出者）
（住　所
（氏　名
 （署名又は記名押印）
（電話番号

※陳情書については、請願書の書式に準じて記載
してください。

提出された陳情書の
取り扱い

賛同議員なし

議長（事務局） 受理

全議員に配付

審査状況の報告

陳情の採決

陳情者への結果通知

所管の委員会で審査
※原則、賛同議員に説明を求める。

議
会
本

所管の委員会に付託

配付にとどめた旨、
陳情者へ通知。

議会運営委員会で確認
議
会
本

賛同議員あり

住　民 陳情書
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お問い合わせ先
米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目1番地

TEL：（0859）32-0302 　FAX：（0859）35-6464
メール：gikai@city.yonago.lg.jp
URL：https://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
ご意見等ありましたら、電話・FAX・メール等でお寄せください。

米子市議会

表紙写真・イラスト募集中！

テーマ

米子市に関するもの（米子市の四季折々の風景、イベントなど）
市議会だよりは季刊広報紙です。（原則、6月・9月・12月・3月発行）　
発行する月の季節に見合う写真・イラストをご応募ください！
※次の市議会だよりは、令和４年３月１日に発行する予定です。

応募
資格 米子市内に住んでいる方、または通勤・通学している方

応募
内容

●応募者が米子市内で撮影した写真で未発表のもの
　※組み写真、合成写真不可
●個人が特定できる写真は、本人の承諾を得たもの
　※デジタル写真は600万画素以上
　（A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの）
　※プリント写真は2Lサイズ以上

　　　　　　ハガキサイズ以上、A3サイズ以下
　　　　　　A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの

締切 令和3年12月17日（金）【令和4年3月1日発行号】

選定
方法

●期日までに応募のあった作品から広報広聴委員会において選定します。
●応募作品がない場合や採用作品がない場合は、本委員会で用意した写真を使用する
か、過去にご応募いただいた作品の中から選定します。

応募
方法

住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品タイトル、写真の場合は撮影場所、撮影年月を
明記の上、郵送、持参、電子メールで下記の問い合わせ先までご応募ください。

※写真やイラストのデータを電子メールで応募される場合は、5メガバイト以下の容量で
送信してください。セキュリティの関係上、５メガバイト以上のデータを受信することがで
きません。
　送信できない場合は、恐れ入りますが、データをSＤカード等に保存してご持参いただ
くか、写真（２Lサイズ以上）またはイラスト（A4サイズ以上、A3サイズ以下）の現物を郵
送もしくはご持参いただきますようお願いします。
※必要に応じて、写真の元データやイラストの現物の提出をお願いすることがあります。

・応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任および解決はすべて応募者に帰属するものとします。 
・採用作品は、市議会だよりへの掲載をもって発表とします。
・採用された写真・イラストは、必要に応じてトリミング処理等のサイズの調整を行なうことがあります。 
・応募作品は、無償で米子市議会が使用することに許諾したものとします。  
・希望されるかたには応募作品を返却します。

写真

イラスト（手書き）
イラスト（デジタル）


